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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前後一対の針床を上下に２段備える４枚ベッド横編機を用いて、筒状に編成された外側
編地部と、この外側編地部の筒内部で編成され、外側編地部に無縫製で接合される内側編
地部と、を備える多層構造の編地を編成する多層構造の編地の編成方法であって、
　外側編地部が下部前針床と下部後針床に総針状態で係止され、内側編地部が上部前針床
と上部後針床の少なくとも一方に針抜き状態で係止される標準配置から前後いずれかの針
床の外側編地部の編成コース数を増すにあたり、
　前後の針床のうち、内側編地部が係止され、かつ編成コース数を増す外側編地部が係止
される側の針床を基準側の針床、この基準側に対向する側の針床を対向側の針床としたと
きに、
　　基準側の下部針床に係止される外側編地部の編目の一部を、対向側の上部針床に目移
しする工程αと、
　　対向側の下部針床に係止される外側編地部の編目の一部を、前記工程αで空針となっ
た基準側の下部針床の編針を利用して、対向側の上部針床に目移しする工程βと、
　　前記工程αで目移しした編目を、目移しの前にもともと係止されていた基準側の下部
針床の編針に戻す工程γと、
　　基準側から内側編地部の編目を、前記工程βで空針となった対向側の下部針床の編針
に目移しする工程δと、
　　工程γを経て基準側の下部針床に係止された状態にある外側編地部の編成コース数を
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増す、または、工程γを経て基準側の下部針床に係止された状態にある外側編地部の編目
を基準側の下部針床と対向側の上部針床に振り分けた上で外側編地部の編成コース数を増
した後、対向側の上部針床で編成した編目を基準側の下部針床に目移しする工程εと、
　　対向側の下部針床にある内側編地部の編目を、基準側の上部針床に目移しする工程ζ
と、
　　前記工程εで編成した外側編地部の編目の一部を、対向側の上部針床に目移しする工
程ηと、
　　前記工程βで目移しした編目を、前記工程ηで空針となった基準側の下部針床の編針
を利用して、目移しの前にもともと係止されていた対向側の下部針床の編針に戻す工程θ
と、
　　前記工程ηで目移しした編目を、目移し前にもともと係止されていた基準側の下部針
床の編針に戻す工程ιと、
　を備えることを特徴とする多層構造の編地の編成方法。
【請求項２】
　外側編地部が総針状態で係止された状態から新たに内側編地部を作りだして標準配置を
形成するにあたり、
　内側編地部を作り出す側を基準側、この基準側に対向する側を対向側としたときに、
　対向側の下部針床に係止される外側編地部の編目を、基準側の上部針床に目移しする工
程κと、
　前記工程κで目移しした編目がもともと係止されていた編針に対向する位置にある基準
側の下部針床に係止される対象編目に対して割増やしを行って、前記工程κで空針となっ
た編針に対象編目を目移しすると共に、その対象編目から引き出された割増やし目を、対
象編目が係止されていた編針に、外側編地部の編目として形成する工程λと、
　前記工程λで割増やしに伴い対向側の下部針床に目移しされた対象編目を、内側編地部
の編目として、基準側の上部針床に目移しする工程μと、
　前記工程κで目移しした編目を、目移し前にもともと係止されていた対向側の下部針床
に戻す工程νと、
　を繰り返すことを特徴とする請求項１に記載の多層構造の編地の編成方法。
【請求項３】
　前後いずれか一方の上部針床に内側編地部を形成する場合、
　当該内側編地部は、隣接する編目間に１つ以上の空針を設けて編成することを特徴とす
る請求項１または２に記載の多層構造の編地の編成方法。
【請求項４】
　前後両方の上部針床に内側編地部を形成する場合、
　当該内側編地部は、隣接する編目間に３つ以上の空針を設けて編成することを特徴とす
る請求項１または２に記載の多層構造の編地の編成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、筒状の外側編地部と、その内側に無縫製で接合される内側編地部とを備える
多層構造の編地を編成する多層構造の編地の編成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、筒状の外側編地部と、その内側に無縫製で接合される内側編地部とを備える
多層構造のニットウェア（編地）が知られている。例えば、ポケットを有するセーターは
、そのポケットの位置で厚み方向に３層構造となったニットウェアの代表例である。また
、着用者の胴回りに相当する部分にベルト通しを設けたニットワンピースは、そのベルト
通しの位置で厚み方向に４層構造となったニットウェアである。その他、裏立てジャカー
ドで編成されたニットウェアも多層構造のニットウェアの代表例である。
【０００３】
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　上述したような多層構造の編地を編成するには、前後一対の針床を上下に２段備える４
枚ベッド横編機を用いる。例えば、特許文献１には、２重に形成された裾を備えるセータ
ー、つまり裾の位置で厚み方向に４層構造となったセーターを編成する方法が開示されて
いる。この特許文献１の技術では、まずセーターの前身裾ゴム部の編出し部と後身裾ゴム
部の編出し部を、下段の前後の針床に編成する。次いで、各編出し部の１目おきの編目を
セーターの外側に配置される編地部の編目とし、当該編出し部の残りの編目をセーターの
内側に配置される編地部の編目とする。そして、下段の針床に加えて上段の針床も利用す
ることで、前身裾ゴム部の２つの編地部と、後身裾ゴム部の２つの編地部、つまり合計４
つの編地部の編成コース数を増して行く。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第２５１４４８９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１の編成方法では、編針の大きさに対応した適切な大きさの編目を形成で
きない。適切な大きさの編目を形成するには、総針状態（編地部の隣接する編目間に空針
がない状態）で編地部を編成すれば良いが、特許文献１では、多層構造となっている部分
の全ての編地部を針抜き状態（編地部の隣接する編目間に１針以上の空針がある状態）で
編成しているからである。特許文献１において針抜き状態で編地部を編成しているのは、
下段の前後の針床に総針状態で編地部を係止させておくと、上段の前後の針床に係止され
る編地部が妨げとなって、総針状態の編地部を編成することができないため、編成の妨げ
となる編地部を逃がすための空針を確保する必要があるからである。そこで、少なくとも
外部から見える外側編地部について、適切な大きさの編目を形成できる総針状態で編成で
きる多層構造の編地の編成方法が望まれているものの、現在のところそのような編成方法
は提案されていない。
【０００６】
　本発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的の一つは、外側編地部と
内側編地部とを備える多層構造の編地を編成するにあたり、外側編地部を総針状態で編成
できる多層構造の編地の編成方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明多層構造の編地の編成方法は、前後一対の針床を上下に２段備える４枚ベッド横
編機を用いて、筒状に編成された外側編地部と、この外側編地部の筒内部で編成され、外
側編地部に無縫製で接合される内側編地部と、を備える多層構造の編地を編成する多層構
造の編地の編成方法である。この本発明多層構造の編地の編成方法は、外側編地部が下部
前針床と下部後針床に総針状態で係止され、内側編地部が上部前針床と上部後針床の少な
くとも一方に針抜き状態で係止される標準配置から前後いずれかの針床の外側編地部の編
成コース数を増すにあたり、前後の針床のうち、内側編地部が係止され、かつ編成コース
数を増す外側編地部が係止される側の針床を基準側の針床、この基準側に対向する側の針
床を対向側の針床としたときに、次の工程を繰り返すことを特徴とする。
【０００８】
　（工程α）　基準側の下部針床に係止される外側編地部の編目の一部を、対向側の上部
針床に目移しする。
　（工程β）　対向側の下部針床に係止される外側編地部の編目の一部を、前記工程αで
空針となった基準側の下部針床の編針を利用して、対向側の上部針床に目移しする。
　（工程γ）　前記工程αで目移しした編目を、目移しの前にもともと係止されていた基
準側の下部針床の編針に戻す。
　（工程δ）　基準側から内側編地部の編目の全てを、前記工程βで空針となった対向側
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の下部針床の編針に目移しする。ここで、内側編地部の編目の目移しは、一度に行っても
良いし、複数回に分けて行っても良い。
　（工程ε）　工程γを経て基準側の下部針床に係止された状態にある外側編地部の編成
コース数を増す、または、工程γを経て基準側の下部針床に係止された状態にある外側編
地部の編目を基準側の下部針床と対向側の上部針床に振り分けた上で外側編地部の編成コ
ース数を増した後、対向側の上部針床で編成した編目を基準側の下部針床に目移しする。
　（工程ζ）　対向側の下部針床にある内側編地部の編目を、基準側の上部針床に目移し
する。
　（工程η）　前記工程εで編成した外側編地部の編目の一部を、対向側の上部針床に目
移しする。
　（工程θ）　前記工程βで目移しした編目を、前記工程ηで空針となった基準側の下部
針床の編針を利用して、目移しの前にもともと係止されていた対向側の下部針床の編針に
戻す。
　（工程ι）　前記工程ηで目移しした編目を、目移し前にもともと係止されていた基準
側の下部針床の編針に戻す。
【０００９】
　ここで、内側編地部の編成コース数を増すタイミングは適宜選択することができる。下
部針床に総針状態で係止される外側編地部を編成するにあたり、上部針床に係止される内
側編地部が妨げとなることはあっても、内側編地部を編成するにあたり、外側編地部が妨
げとなることはないからである。そのため、内側編地部の編成コース数は、編地が完成す
るまでの間に任意のタイミングで増すことができる。その観点からすれば、外側編地部と
内側編地部の編成コース数を同じとすることもできるし、異ならせることもできる。外側
編地部と内側編地部の編成コース数を同じとする場合、例えば、後述する実施形態１に示
すように、工程ε（Ｓ５）で外側編地部を編成することに伴い内側編地部も編成すると、
編成効率が良い。
【００１０】
　本発明多層構造の編地の編成方法の一形態として、外側編地部が総針状態で係止された
状態から新たに内側編地部を作りだして標準配置を形成するために、以下の工程を繰り返
すことが好ましい。ここで、内側編地部を作り出す側を基準側、この基準側に対向する側
を対向側とする。例えば、前針床に内側編地部が係止された標準配置を形成する場合、前
針床は基準側、後針床は対向側となる。
【００１１】
　（工程κ）　対向側の下部針床に係止される外側編地部の編目を、基準側の上部針床に
目移しする。
　（工程λ）　前記工程κで目移しした編目がもともと係止されていた編針に対向する位
置にある基準側の下部針床に係止される対象編目に対して割増やしを行う。その場合、前
記工程κで空針となった編針に対象編目が目移しされると共に、その対象編目から引き出
された割増やし目が、対象編目が係止されていた編針に、外側編地部の編目として形成さ
れる。
　（工程μ）　前記工程λで割増やしに伴い対向側の下部針床に目移しされた対象編目を
、内側編地部の編目として、基準側の上部針床に目移しする。
　（工程ν）　前記工程κで目移しした編目を、目移し前にもともと係止されていた対向
側の下部針床に戻す。
【００１２】
　本発明多層構造の編地の編成方法の一形態として、前後いずれか一方の上部針床に内側
編地部を形成する場合、つまり３層構造の編地を編成する場合、当該内側編地部は、隣接
する編目間に１つ以上の空針を設けて編成することが好ましい。
【００１３】
　本発明多層構造の編地の編成方法の一形態として、前後両方の上部針床に内側編地部を
形成する場合、つまり４層構造の編地を編成する場合、当該内側編地部は、隣接する編目
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間に３つ以上の空針を設けて編成することが好ましい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明編地の編成方法によれば、総針状態で編成された筒状の外側編地部と、その外側
編地部の内側に配置され、外側編地部に無縫製で接合される針抜き状態で編成された内側
編地部と、を備える編地を編成できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】（Ａ）は実施形態１で編成するセーターの概略図、（Ｂ）は（Ａ）のＢ－Ｂ断面
図である。
【図２】実施形態１に示す多層構造の編地の編成方法に係る編成工程の前半部分を示す編
成工程図である。
【図３】実施形態１に示す多層構造の編地の編成方法に係る編成工程の後半部分を示す編
成工程図である。
【図４】実施形態３に示す多層構造の編地の編成方法に係る編成工程図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。実施形態に記載の編成はいずれも
、左右方向に延び、かつ、前後方向に互いに対向する下部前針床（以下、ＦＤ）と下部後
針床（以下、ＢＤ）、およびこれらＦＤとＢＤの上方に設けられ、下部の針床と同ピッチ
で多数の編針が列設された上部前針床（以下、ＦＵ）と上部後針床（以下、ＢＵ）を備え
る４枚ベッド横編機を用いた編成例を説明する。この横編機は、前後の針床間で編目の目
移しが可能であり、しかも横編機に備わるＢＤ，ＢＵは左右にラッキング可能である。な
お、現行市販されている横編機では、ＦＤとＢＤとの間、ＦＤとＢＵとの間、およびＢＤ
とＦＵとの間で目移し可能であるが、ＦＵとＢＵとの間では目移しできない構造になって
いる。
【００１７】
＜実施形態１＞
　実施形態１では、図１に示すように、筒状の身頃（外側編地部１）の内側に、さらに筒
状の内側編地部２を設けたセーター１０を編成する。外側編地部１は、前針床で編成され
る前側編地部（以下、外前部１Ｆ）と、後針床で編成される後側編地部（以下、外後部１
Ｂ）とに分けられる。内側編地部２も、前針床で編成される前側編地部（以下、内前部２
Ｆ）と、後針床で編成される後側編地部（以下、内後部２Ｂ）とに分けられる。以下、こ
の４層になった部分の編成を図２，３の編成工程図に基づいて説明する。
【００１８】
　図２，３の編成工程図では、説明の便宜上、針床の一部のみを示し、編地の編目の数も
、実際の編成に使用される数よりも少なくし、ＢＤ，ＢＵのラッキング動作は省略してい
る。これらの図の「アルファベット＋数字」は編成工程の番号を、大文字アルファベット
は編針の編幅方向の位置を示す。また、図中の丸印は編針に係止される編目を、黒塗り丸
印はその編成工程において新たに形成される編目を、矢印は目移しの方向を示し、各編成
工程で行われた操作は太線で示す。さらに、図中の外前部１Ｆの編目にはＶ印、外後部１
Ｂの編目には逆Ｖ印、内前部２Ｆの編目にはバツ印、内後部２Ｂの編目には十字印を付し
ている。
【００１９】
　Ｓ１には、ＦＤの編針Ｂ～Ｑに外前部１Ｆが、ＢＤの編針Ｂ～Ｑに外後部１Ｂが、ＦＵ
の編針Ｄ，Ｈ，Ｌ，Ｐに内前部２Ｆが、ＢＵの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに内後部２Ｂが係止さ
れた状態（標準配置）が示されている。この編目の係止状態は、図１（Ｂ）において２層
の編地部が４層の編地部に分かれ始める部分に相当し、外前部１Ｆと内前部２Ｆとは編糸
を介して繋がっており、外後部１Ｂと内後部２Ｂとは編糸を介して繋がっている。ここで
、内前部２Ｆ（内後部２Ｂ）における隣接する編目同士が互いに４針離れているのは、他
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部２Ｂ（２Ｆ），１Ｆ，１Ｂの編目を目移しするためのスペースを確保するためである。
【００２０】
　このＳ１の状態から、Ｓ２～Ｓ８の編成により外前部１Ｆと内前部２Ｆの編成コース数
を増し、Ｓ９～Ｓ１５の編成により外後部１Ｂと内後部２Ｂの編成コース数を増す。ここ
で、編成コース数を増す外側編地部が係止される側を基準側、その反対側を対向側とし、
それぞれ囲み文字の符号８，９を付して図面上に示す。図２では、ＦＤ，ＦＵは基準側８
の針床、ＢＤ，ＢＵは対向側９の針床である。
【００２１】
　Ｓ２では、ＦＤの編針Ｅ，Ｉ，Ｍ，Ｑに係止される外前部１Ｆの一部の編目を、対向す
るＢＵの編針Ｆ，Ｊ，Ｎ，Ｒに目移しし、ＦＤの編針Ｅ，Ｉ，Ｍ，Ｑを空針にする（工程
α）。
【００２２】
　Ｓ３では、ＢＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに係止される外後部１Ｂの一部を構成する編目を
それぞれ、ＦＤの編針Ａ，Ｅ，Ｉ，Ｍに目移しした後、さらにＢＵの編針Ａ，Ｅ，Ｉ，Ｍ
に目移しする（工程β）。ＢＤに係止される編目を一旦ＦＤに目移ししてからＢＵに目移
ししているのは、ＢＤから直接ＢＵに目移しすることができないからである。
【００２３】
　Ｓ４では、ＦＵの編針Ｄ，Ｈ，Ｌ，Ｐに係止される内前部２Ｆの編目を、Ｓ３の目移し
によって空針となったＢＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに目移しする（工程δ）と共に、Ｓ２に
おいて目移しした外前部１Ｆの編目を、ＢＵの編針Ｆ，Ｊ，Ｎ，ＲからＦＤの空針（ＦＤ
の編針Ｅ，Ｉ，Ｍ，Ｑ）に目移しする（工程γ）。Ｓ４が終了した時点で、Ｓ２において
ＦＤからＢＵに目移しした外前部１Ｆの一部の編目は、再びＦＤの同じ編針に戻っている
ので、外前部１Ｆの編目は、Ｓ１のときと同じ状態でＦＤに係止されている。
【００２４】
　Ｓ５では、給糸口を編地の編幅方向の一方へ移動させる間に、ＢＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，
Ｏに係止される内前部２Ｆを１コース分編成し、続いて給糸口を他方へ移動させる間に、
ＦＤの編針Ｑ～Ｂに係止される外前部１Ｆを１コース分編成する（工程ε）。
【００２５】
　なお、内前部２Ｆを編成するタイミングは、この工程εに限定されるわけではなく、任
意に選択することができる。例えば、Ｓ１とＳ２の間に行っても良いし、後述するＳ８と
図３のＳ９の間に行っても良い。また、内前部２Ｆの編成コース数を増さないという選択
もある。その場合、外前部１Ｆを複数コース分編成するごとに内前部２Ｆを１コース分編
成し、外前部１Ｆの編成コース数を、内前部２Ｆの編成コース数よりも多くすることで、
編地に凹凸を持たすことも可能である。
【００２６】
　Ｓ６では、Ｓ５において編成された外前部１Ｆの編目のうち、ＦＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，
Ｏに係止される外前部１Ｆの編目を、ＢＵの編針Ｂ，Ｆ，Ｊ，Ｎに目移しする（工程η）
と共に、Ｓ５においてＢＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏで編成した内前部２Ｆの編目を、ＦＵの
編針Ｄ，Ｈ，Ｌ，Ｐに戻す（工程ζ）。
【００２７】
　Ｓ７では、Ｓ３においてＢＵの編針Ａ，Ｅ，Ｉ，Ｍに目移ししておいた外後部１Ｂの編
目を、Ｓ６の目移しにより空針となったＦＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏを経由させ、ＢＤの編
針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに戻す（工程θ）。このＳ７が終了した時点で、ＢＤには外後部１Ｂの
編目のみが係止された状態（Ｓ１と同じ状態）となる。
【００２８】
　Ｓ８では、Ｓ６においてＢＵの編針Ｂ，Ｆ，Ｊ，Ｎに目移ししておいた外前部１Ｆの編
目を、ＦＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに戻す（工程ι）。Ｓ８が終了した時点の各部１Ｆ，１
Ｂ，２Ｆ，２Ｂの係止状態を見ると、Ｓ１と全く同じ標準配置となっている。
【００２９】
　上記Ｓ２～Ｓ８により、外前部１Ｆと内前部２Ｆが１コース分ずつ編成される。続いて
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、図３のＳ９以降に示す編成工程に従って、外後部１Ｂと内後部２Ｂを１コース分ずつ編
成する。その編成工程の基本的な考え方はＳ２～Ｓ８と同様であるので、簡単に説明する
。但し、編成コース数を増す外側編地部（外後部１Ｂ）が係止される針床は後針床である
ので、図３ではＢＤ，ＢＵが基準側８、ＦＤ，ＦＵが対向側９の針床になる。
【００３０】
　図３のＳ９に示すように、まず、ＢＤの編針Ｂ，Ｆ，Ｊ，Ｎに係止される外後部１Ｂの
編目を、ＦＵの編針Ａ，Ｅ，Ｉ，Ｍに目移しする（工程α）。次いで、ＦＤの編針Ｃ，Ｇ
，Ｋ，Ｏに係止される外前部１Ｆの編目を、ＢＤを経由させ、ＦＵの編針Ｂ，Ｆ，Ｊ，Ｎ
に目移しする（Ｓ１０：工程β）。そして、Ｓ９においてＦＵの編針Ａ，Ｅ，Ｉ，Ｍに目
移ししておいた外後部１Ｂの編目を、もともと係止されていたＢＤの編針Ｂ，Ｆ，Ｊ，Ｎ
に戻す（工程γ）と共に、ＢＵの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに係止される内後部２Ｂの編目を、
ＦＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに目移しする（Ｓ１１：工程δ）。
【００３１】
　Ｓ１１が終了することによって、外後部１Ｂと内後部２Ｂの編成コースを増すための外
後部１Ｂと内後部２Ｂの配置が整うので、Ｓ１２では、外後部１Ｂと内後部２Ｂの編成コ
ース数を増す。具体的には、ＦＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに目移ししておいた内後部２Ｂを
１コース分編成し、ＢＤの編針Ｑ～Ｂに係止される外後部１Ｂを１コース分編成する（工
程ε）。
【００３２】
　次いで、Ｓ１２においてＦＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに編成した内後部２Ｂの編目を、Ｂ
Ｕの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに目移しする（工程ζ）と共に、ＢＤの編針Ｂ，Ｆ，Ｊ，Ｎに係
止される外後部１Ｂの編目を、ＦＵの編針Ａ，Ｅ，Ｉ，Ｍに目移しする（Ｓ１３：工程η
）。そして、Ｓ１０においてＦＵの編針Ｂ，Ｆ，Ｊ，Ｎに預けておいた外前部１Ｆの編目
を、ＢＤを経由させて、もともと係止されていたＦＤの編針Ｃ，Ｇ，Ｋ，Ｏに戻す（Ｓ１
４：工程θ）。最後に、Ｓ１３においてＦＵの編針Ａ，Ｅ，Ｉ，Ｍに預けておいた外後部
１Ｂの編目を、もともと係止されていたＢＤの編針Ｂ，Ｆ，Ｊ，Ｎに戻す（Ｓ１５：工程
ι）。
【００３３】
　上記Ｓ９～Ｓ１５により、外後部１Ｂと内後部２Ｂが１コース分ずつ編成される。つま
り、Ｓ２～Ｓ１５を経ることによって、図１の外側編地部１と内側編地部２とが１コース
ずつ編成されたことになる。ここで、図３のＳ１５における各部１Ｆ，１Ｂ，２Ｆ，２Ｂ
の係止状態を見ると、図２のＳ１と同じ標準配置となっていることがわかる。従って、さ
らに外側編地部１と内側編地部２の編成コース数を増していく場合、Ｓ２～Ｓ１５と同様
の編成を繰り返せば良い。そして、図１に示すように内側編地部２をウエール方向の上端
まで編成すれば、内側編地部２の編目を外側編地部１の編目に重ね合わせて両編地部１，
２を接合すると良い。
【００３４】
　以上説明した実施形態１の編成方法によれば、図１のセーター１０の外側編地部１は総
針状態で編成されることになるので、外側編地部１の編目を、使用する横編機に備わる編
針の大きさに対応した大きさとすることができる。一方、内側編地部２の編目は、針抜き
状態で編成されるので外側編地部１に比べて大きくなるものの、セーター１０の外側から
見えない。
【００３５】
＜実施形態２＞
　実施形態１では、外側編地部１を天竺編みしたが、リブ編みすることもできる。その場
合、図２のＳ５（図３のＳ１２）において、外前部１Ｆ（外後部１Ｂ）の編目をＦＤとＢ
Ｕに振り分けた上で、外前部１Ｆ（外後部１Ｂ）の編成コース数を増せば良い。
【００３６】
＜実施形態３＞
　実施形態３では、実施形態１と同様の技術思想に基づいて図１のＳ１に示す編目の係止
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状態とする編成方法を図４に基づいて編成する。図４の見方は図２，３と同様である。
【００３７】
　Ｔ１には、総針状態で編成された外前部１Ｆと外後部１ＢがＦＤとＢＤに係止された状
態が示されている。以降の編成では、このＴ１の状態から内前部２Ｆの編目を形成してい
く。ここで、内前部２Ｆを形成する予定のＦＵがある前針床の側が基準側８、後針床の側
が対向側９である。
【００３８】
　まず、Ｔ２では、ＢＤの編針Ｄに係止される外後部１Ｂの編目を、ＦＵの編針Ｅに目移
しする（工程κ）。そして、Ｔ３では、Ｔ２においてＦＤの編針Ｂ，Ｃに係止される編目
に続く新たな編目を形成すると共に、Ｔ２においてＦＤの編針Ｄに係止される編目（対象
編目）に対して割増やしを行って、内前部２Ｆを編出す（工程λ）。
【００３９】
　ここで、割増やしとは、例えば、特開平４－７３２４５号公報に記載のように、前後一
方の針床に係止される編目（対象編目）を、対向する他方の針床の編針に目移ししつつ、
その対象編目から引き出されるように新たな編目（割増やし目）を一方の針床の編針に形
成する編成動作である。割増やし目は、上記対象編目がもともと係止されていた編針に係
止される。つまり、Ｔ３においてＢＤの編針Ｄに係止される内前部２Ｆの編目は、Ｔ１，
Ｔ２においてＦＤの編針Ｄに係止されていた外前部１Ｆの編目である。また、Ｔ３におい
てＦＤの編針Ｄに係止される外前部１Ｆの編目はもともと、ＢＤの編針Ｄに形成される編
目から引き出された割増やし目である。このような割増やしを行うことにより、外前部１
Ｆと内前部２Ｆとが繋がった状態で、内前部２Ｆを編出すことができる。
【００４０】
　Ｔ４では、Ｔ３を経て内前部２Ｆの編目となったＢＤの編針Ｄに係止される編目を、Ｆ
Ｕの編針Ｄに目移しし（工程μ）、続くＴ５では、Ｔ２においてＦＵの編針Ｅに目移しし
ておいた外後部１Ｂの編目を、目移し前にもともと係止されていたＢＤの編針Ｄに戻す（
工程ν）。
【００４１】
　以降は、Ｔ６に例示するように、Ｔ４において形成した内前部２Ｆから４針隣の位置で
、Ｔ２～Ｔ５と同様の編成を行って、内前部２Ｂを完成させる（Ｔ７参照）。また、図示
しないが、内後部についてもＴ２～Ｔ５と同様の技術思想に基づいて形成することができ
る。
【００４２】
　以上説明した実施形態３の編成工程に従えば、総針状態で編成された外側編地部に無縫
製で接合された状態で筒状の内側編地部を編出すことができる。
【００４３】
＜実施形態４＞
　本発明多層構造の編地の編成方法によれば、上記実施形態１～３と異なり、３層構造の
編地を編成することもできる。例えば、外側編地部に対して内前部のみを備える３層構造
の編地を編成する場合、図２のＳ２～Ｓ８と同様の編成を行えば良いし、外側編地部に対
して内後部のみを備える３層構造の編地を編成する場合、図３のＳ９～Ｓ１５と同様の編
成を行えば良い。但し、３層構造の編地の場合、内側編地部における隣接する編目同士は
、互いに２針以上離れていれば良い。それは、内側編地部における編目同士の間に目移し
のスペースが１針分あれば十分であるからである。
【００４４】
＜実施形態５＞
　実施形態３では、標準配置を作り出すために、本発明多層構造の編地の編成方法を利用
した。しかし、上記標準配置は、本発明多層構造の編地の編成方法を利用しなくても作り
出すことができる。例えば、図４のＴ１の状態から、給糸口を紙面右方向に移動させる間
に、ＦＤの編針Ｂ，Ｃ，Ｅ～Ｇ，Ｉ～Ｋ，Ｍ～Ｏ，Ｑに外前部１Ｆの編目を形成すると共
に、ＦＵの編針Ｄ，Ｈ，Ｌ，Ｐに掛け目からなる内前部２Ｆの編目を形成すると良い。但
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し、内側編地部を編出した後は、実施形態１に示すように、本発明の編成方法を利用する
必要がある。
【００４５】
　なお、本発明の実施形態は上述した実施形態に限定されるわけではなく、本発明の要旨
を逸脱しない範囲で適宜変更することができる。例えば、実施形態では外側編地部の一部
に内側編地部を接合したが、外側編地部の全体にわたって内編地部を形成しても良い。ま
た、前後の編針を使用して編成し、前後の編目が離れずに一体化した単層のように見える
ゴムジャカードや袋ジャカード、裏立てジャカードなどの組織を備える編地も本発明にお
ける多層構造の編地に含まれる。
【符号の説明】
【００４６】
　１０　セーター
　１　身頃（外側編地部）
　　１Ｆ　外前部　１Ｂ　外後部
　２　内側編地部
　　２Ｆ　内前部　２Ｂ　内後部
　８　基準側
　９　対向側

【図１】 【図２】
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